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や

ま
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▲

きいて・めもして・こたえよう 小2　No.04

パンやさんの　はなし

なまえ

きくめあて 「しごとの　時こく」と「くふう」を　おとさずに　ききま
じ

しょう。

おきる　時こく
じ

パンの　しゅるい・人気
にんき

くふう
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パンやさんの　はなし 小2　No.04｜はたらく人｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

町の　パンやさんに　おはなしを　ききました。

「わたしは、まいあさ　三時に　おきて、パンを　作りはじめます。お店を　あける　

七時までに、五十しゅるいの　パンを　やきます。」

「一ばん　人気なのは、メロンパンです。そとは　カリカリ、中は　ふわふわに　なる

ように、やく　じかんを　きちんと　はかって　います。」

「あさ　やきたての　パンを　食べて　ほしいので、まいにち　早おきを　がんばって　

います。」

めものれい

三時おき　→　七時までに　五十しゅるい

人気　メロンパン

くふう　やく　じかんを　はかる（カリカリ・ふわふわ）

こたえと かいせつ

（1）ア（三時）

「まいあさ　三時に　おきて、パンを　作りはじめます」と　いって　いまし

た。

（2）メロンパン

「一ばん　人気なのは、メロンパンです」の　ところです。

（3）ア

「やく　じかんを　きちんと　はかって　います」と　いって　いました。
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